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ＪＲ東労組  業務部 

 ２０１４年４月１日新津車両製作所の車両製造に関わる事業がＪ－ＴＲＥＣに移管され１年７

ヶ月が経過しました。Ｊ－ＴＲＥＣ新津事業所では、移管過程の混乱を乗り越えＥ１２９系、Ｅ２

３５系量産先行車の製造を組合員の創意と工夫で造り上げてきました。 

 しかし、現実は新津製造所支部の仲間から「ＪＲ東日本との関わりが見えない」「将来展望が明

らかにならない」「コストダウン重視で創造性のある仕事とはなりえない」など悲痛な声が上がっ

ています。 

ＪＲ東日本は「鉄道車両製造事業の再編」施策を打ち出し、１０年後には１０００億円（海外を含

む）の事業規模を目指す中で、総括マネジメントとしての役割を果しているのか検証しなければな

りません。 

 ＪＲ東日本の「経営の第４の柱」は、日本の鉄道の未来をつくる重要な施策であり、今後の経営

に大きな影響を与える施策です。組合員と共に議論を重ね、「鉄道車両製造事業の再編」の議論経

過を検証し、現実に発生している課題の克服に向け、職場から運動を積み上げていきましょう。 

１． 鉄道車両製造事業の再編以降の事業実情を踏まえ

た成果と課題を明らかにすること。また、鉄道車両

製造事業に関する今後の展望を示すこと。 

 


